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神奈川県の新人大会 （井上康輔先生より） 

神奈川県の新人大会は２３校の参加でした。当

初は１８０名近くの参加予定でしたがインフルエ

ンザや風邪で欠席が多かったです。結局１５０名

近くの選手と４０名近くの顧問が集まってふもと

の滝沢園キャンプ場で幕営しました。河原で開会

式を行った後、夕食、幕営。翌日は４時起床で４

つのコースに分かれて塔の岳、鍋割山を中心に合

同山行をしました。氷点下での幕営は神奈川の高

校生にとっては初めての人が多く、それだけでい

い経験になったようです。積雪は２０～３０セン

チで登山道はしっかり踏まれているので軽アイゼ

ンで十分でした。軽アイゼンも初めての人が多か

ったです。塔の岳山頂は雲の中で風が強く早々に

下山しました。参加した選手は想像以上の寒さの

中での山行でちょっとたくましくなったかもしれ

ません。 

高知県の冬期大会 （鎌倉正典先生より） 

南国高知でも今年は厳しい冬となっております。冬季大会でも、ルートの凍結や厳し

い寒さのなか、高知の氷瀑「赤滝」で行われました。大会では、専門委員長がピッケル

でルート上の地面の凍ったところを掘削し、出てきた表土上を歩かせる措置を講じた時

がありましたが、これは審査会での指導の通りの対応

です。 

今までならばこのような環境下で大会を行うと、少な

からず生徒たちも引率の先生方も不安が高まるところ

でしたが、事前の各校での指導の徹底、登山計画審査

会で十分ご指導いただけたこと、生徒たちが那須雪崩

事故の教訓をいかして、野外活動に取り組もうと頑張

ってくれたその想いが、三位一体となって結実したと

思います。大会は無事終了できました。登山計画審査

会を行ったことで、安全の確保や不測の事態への備え

などが整備され、本県にとっては非常に有意義な機会

となりました。 

他県に比べ、高知県は温暖な傾向ということもあり、



冬山のリスクが少ないと思われがちですが、四国山地は降雪があれば本州とそん色のな

い冬山となります。それでも高知県は、「スポーツ庁の通知の範囲内での冬山登山」につ

いては、本県の取り組みや教育的な意義を県教委にもご理解いただけましたし、各校の

登山部のある学校長や保護者の方々からも理解を得ることができました。そのおかげで

大会を実施することができました。もちろん、少しでも大会中におかしい、難しいと思

われることが出れば、即撤退行動中止ということが厳命されているという前提でのお話

です。来年度もこの傾向を守り育てていきながら、頑張りたいと思います。 

以下、高知県の年末からの経過です。 

◎12月1日：スポーツ庁の通知 

◎12月10日、11日：県高体連、通知内容実施のため、動向調査を兼ねて登山専門委員

長を高等学校等安全登山指導者研修会へ派遣（他、私立の土佐高も顧問を１名派遣） 

◎12月中旬： 県教委、高体連本部、登山専門部内で1月に登山計画審査会を実施する

ことを確認し、三者で各校に配布する1月下旬の冬季大会要項及び申込内容を改良後配

布 

◎12月28日： 登山計画審査会用の資料および申込関係の書類提出完了 

◎1月5日： 高知県登山計画審査会開催。冬季大会への指導を行い、開催了承。出席

者は県教委担当課課長、同指導主事、高体連理事長、同事務局長、私学・大学支援課担

当者、高知県山岳連盟事務局長、同常任理事、登山専門部長、登山専門委員長、主管校

（土佐）の９名。 

◎1月27日、28日： 仁淀川町赤滝にて冬季大会実施。初日講習会、翌日登山。ルート

上凍結箇所が多かったものの、審査会の指導の通り行動。同日中に県教委、高体連、県

山岳連盟へ終了報告。 

2月中に報告書をまとめて保管し、翌年度の審査会までに総括する旨の指導あり。 

高雪研ＩＮ三重 

高雪研の第4弾は1月27日から28日、三

重県で開催された。今回は愛知県の先生方も

参加、また2日目には鈴鹿山脈藤原岳でのビ

ーコン捜索訓練の実習もおこなった。 

初日は、南岸低気圧の接近で、このあたり

には珍しいという雪空の下、四日市市少年自

然の家にて座学。三重県登山専門部は、来年

度、インターハイを行うということで、結束も固い。三重県はこれまで毎年3月下旬に

春季大会を長野県の八ヶ岳、御嶽、五龍遠見尾根で行ってきた。そういった意味では実

力のある専門部といってもいいだろう。今年は制限がかかったということだが、今後の

冬山に向けて、今は審査会をどのような構成で作るかを検討している最中だそうだ。一

方で、県の方針で、現在は冬山全面禁止という愛知県の先生方のなんとか冬も活動をし

たい、そのためには少しでも冬山のことを知りたいという強い思いも感ずることができ

た。2 日目は実技を行うために藤原岳に登ったが、専門部長も同行され、熱心に研修さ

れていた。雪山経験も豊富でビーコンについても知識の豊富な先生から、雪山ははじめ

てでビーコンもはじめて手にするという人まで、みんなで学んだ研修会だった。 


